
資料２

【目的】 【目的】 【目的】

【状態】 【状態】 【状態】

【指標としたい対象】 【指標としたい対象】 【指標としたい対象】 【指標としたい対象】

・ 護岸工事がされていない水辺地の占有面積
【指標としたい対象の課題等】 【指標としたい対象の課題等】 【指標としたい対象の課題等】 【指標としたい対象の課題等】
・ 市内全域を満遍なく確認すること不可能。 ・ 測定不可能。 ・ 測定不可能
 →狭範囲となるが特定の地点で観測せざるを得ない  →代替として測定可能な自然地を使用する

【指標】 【指標】 【指標】 【指標】
・ 大気の環境基準達成率 100% ・ 都市公園の面積 ⇒ 増やす ・ 1人1日あたりのごみ排出量 ⇒ 減らす ・ 温室効果ガス排出量 ⇒ 減らす
・ 水質の環境基準達成率 100% ・ 多面的機能活動（※1）対象農用地面積率 ・ 最終処分量 ⇒ 減らす
・ 道路騒音の要請限度達成率 100%  ⇒ 増やす
・ ダイオキシン類の環境基準達成率 100% ・ 多自然川づくり（※2）整備延⻑ ⇒ 増やす

※1 多面的機能活動

【目的】

【状態】 ※2 多自然川づくり

 水源の涵養、自然環境の保全、良好な景観の形成等、農産物の供給機能以外の多面にわたる機能を十分に発揮で
きるように取り組むこと。

 河川が本来有している生物の生息環境や多様な景観を保全・創出し、治水・利水機能と環境機能を両立させた河
川管理のこと。

 →代替として、「無駄な廃棄をしていないこと」が分
 かる指標を置きたい

・ 実際に発生したCO2量（市内で使用された化石燃料
 由来エネルギー等）を測定することは不可能。
 →環境省設定数値を使用するほかない

・ 公有地・⺠有地における植物類（⽥畑樹⽊草花等）
 の占有面積

・ 市内で発生したCO2の量＝エネルギー起源CO2+非
エ

・ 市内で使用するために搾取された天然資源の量

 市⺠、事業者、⾏政が皆主体的に単独または協働で⾏
動していること

農地・水辺地を守る ごみの発生を抑制する 化石燃料から作る電気・ガス使用量を減らす

水環境を良くする 樹⽊・草花を生み出す リサイクル（再資源化）を推進する ガソリン使用量を減らす

きれいな空気を保つ

騒音・振動・悪臭等を防止する

環境学習・環境行動

 4つの計画の柱を推進する環境保全意識を高めるため

適正なごみ処理を⾏う

広報・啓発を⾏う

環境学習事業を⾏う

支援・助成を⾏う

環境負荷の少ない、人と自然が共生しているまち

【状態】

【目的】
 人が安心して生活するため  良好な自然環境を保つため  限りある資源を大切にするため

・ 大気・水質・騒音・ダイオキシン類等の環境基準達
 成状況

 大気・水等が良好な状態にあること  農地・水辺地等の自然環境が保たれる適正な土地利用
を⾏っていること

 地球温暖化を緩和させるため

生活環境保全 自然・都市共生 資源循環 地球温暖化対策

 廃棄物の減量、再利用、処理を適正に⾏っていること  二酸化炭素等温室効果ガス排出量が少ない社会構造で
あること


